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16． ナ トリウム 分子 に お け る バ ッ ク ワ
ー ド ・

　　 フ ォ トン ・エ コ
ー

の 衝突緩和

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 山　田　 啓　文

　本研究で は ， Na2 分子 気体 の XX − AX バ ン ド間遷移 に お い て ，　 Ar 緩衝気体 との 衝突 に よ

る種々 の 緩和過程 をバ ッ ク ワ ー ド ・フ ォ トン ・エ コ
ーを用い て 分離測 定 した。

　衝突 に よ る緩和過程 の 情報は ， Ar 緩衝気体の 圧 力 に 対 す る エ コ
ー

シ グナ ル 強度の 減衰 を測

定す るこ とに よ り得 られ る 。 エ コ ー強度 の 減衰は
一

般に ， 緩衝気体 と の （1｝位相変化衝 突 （P

IC ） ，　 （2）状態 変化衝突 （SCC ），　〔3｝速度変化衝突 （VCC ）に 起 因する が，第 1 ・第 2 励

起パ ル ス 間 （τ
12 問 ）に 起 こ る コ ヒ ー レ ン ス の 減衰は ， （11  及 び （3）を反 映 し ， 第 2 ， 第 3励起

パ ル ス 間 （τ
23 間 ）に 起 こ る ポ ピ ュ レ イ シ ョ ン の 減衰は ，   と（3｝を反 映 して い る 。

　我 々 は ， τ
12 ， τ

23
を独 立 に変化 させ る こ と に よ り， これ らの 衝突過程 に お ける断面積 を分

離測定 した 。 特 に 基底状態 の ポ ピ ュ レ イ シ ョ ン に つ い て は ，   の 断面積 σ罪
C
　と （3＞の 断面積

・X職 を求め る こ とがで きた 。 σllε，f
は 搬 変化衝郷 よ る殲 嗹 移確率 厳 わす ， い わ

ゆ る cQllisi ・ n 　kernel　m （ブ
ノ →ア）に対 す る情報 を与 え ， よ り詳細 な衝突過 程 の 手 が か り

とな る。本実験 で は ， σicC　．v 　s2　A2 ， σm＆f （τ
12）に 関 し て は Gaussian 　Kernel が比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 o

的 実験 に あ ・ て お り， 速巌 化嫉 の 繃 面積 ・Y38− 88・〜 ・56・A2 ・ ・回 の 皺 1・ よ る平

均速度変化 du＝ 840 〜 1070cm／s とい う結果が得 られ た 。 コ ヒ ー レ ン ス に 関 して は ， こ の 実

験 の 時間領域で は ， （3）の 効果は観測 され ず ， 〔1〕と（2）に よ る緩和の 断面積 σ｝；
t

〜 274f と い う

値 を得 た 。

　こ の 他 ， 第 1 ・
第 2 励起パ ル ス 光 を直交に した場合 と平行 に し た場 合で状態変化衝突 の 断面

積に 差が で る こ とか ら ， 分子 の 方 位量子数 の 変化 す る衝突断面積 σ
d 。p 。且

・v 　16A2 と い う値 を得

た 。

17． Karman 渦 列 の 数値実験

吉　村　卓　弘

一
様流中 に流れ と直角に お かれ た 円柱 の 下流 に は ， Reynolds 数 が数十 か ら数百程度の と
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